
ダルマガムシ科Hydraenidaeの属および種への検
索表
1(2)  体側は前 と上翅の接点で狭くなる.  上翅端
はまるまり, 尾節板は露出しない. - - - - - - -

(背面は濃成一色で, 前 背板中央は幅広く暗色とな
る.  体長1.4-1.6 mm
- - ミヤタケダルマガムシH miyatakei M. SAT0)

2(1)  体側はほぼ一様にまるまる.  上翅端はやや切
断状となり, 尾節板が路出する一 - - - - - - - -

- - - - - - - ミジンダルマガムシ属 Limnebtus
3(4)  上翅の基平.は明らかに点刻される.  体長1.3-

ワミジンダルマガムシ L nakanet JAcH et M ATsUl
4(3)  上翅の基半は非常に細かく点刻される.  体長

1. 4 m m

0.9-1 .2 mm
タイヮンミジンダルマガムシ L taiωanensis JAcH
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ダルマガム シ属 Hydraena

オキナ

ホソガムシ科Hydrochidae
l 属1 , ヤマトホソガムシ Hydrochus j、a1)on-

ious SHARP (背面は暗褐色で, 緑色の金属光沢を有
する. 前 a更板は顕著な凹陥が認められる. 上翅の
第3,7,9 間室は明瞭に隆起し, 第5 間室は降条とな
る. 体長2.6-3.1 mm ) が知られているにすぎない.
ガムシ科Hydrophilidaeの亜科, 属および種への
検索表
l(58)  前llfr行板の側縁は長く,  後角はやや角ばり,
内側の前 に沿って条線がない. 前 腹板は基節間
において容易に認められる.
2(49)  中 ・ 後 腹板は全体として平iロとなるが,
中央部に縦隆起や突起を部分的にそなえる場合があ
る.
3(38)  頭頂は前方へ傾斜することなく , 後頭部に
降線がない. 複限は突出しない. 触角は8 節または
9 節. 前胸背板と上翅との側緑は連続してつなが

4
5

6

図

図

図

コクロヒラタガムシChasmogenus abnormalis(SHARP) (SAT0, l976);
アカハラアシナガミノ' ドロムシ Stenelmis hisamatsul M. SATo (SAT0, 1960);
ノムラヒメ ドロムシN,omuraetmis amamiensis M. SAT0 (SAT0, 1964).

* M. SAT0, Aquatic Coleoptera of the Ryukyu Archipelago, Ii
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2.8-2.9 mm

長 2.4-2.8 mm

長2.4-3.5 mm

第117 号 (1997 年3 月)

る. 中 ・ 後開節には遊泳毛がなし
マルガムシl11j科Hydrobiinae

4(15)  小あごひげはやや太めで, 触角より短いか
同じく らいの長さ.
5(12)  触角は8 節. 腹部は6 節が認められる. 後転
節は大きく , 先端部は腿節からやや離れる. 後i付節
は外方へ?tiく湾[ltlする一 シジミガムシ属Laccobius
6(7)  上翅の間室には点刻列よりやや大きい 点刻

を有する. 体長2.6-2.8 mm
- - - - - コモンシジミガムシ L. osciMans SHARP

7(6)  上翅の間室には僅かな細かい点刻が認められ
る.
8(9)  中胸腹板の縦降の先端はくちばし状に尖る.
雄交尾器中央片の先端は丸まる. 体長2.5-2.7 mm
- ョナグニシジミガムシ L yo;nagumensis MATsul
9(8)  中胸腹板の縦隆の先端は単純に尖る.  雄交尾
器中央Ji の先端は切断状となる.
10(l l)  難交尾器中央11一はやや細く,  先端より少し
後方で僅かにくびれる. 体長2.4-2.7 mm - -
- -ーオキナワシジミ ガムシ L nakanei GENTILI
l l(10)  tSi交尾器中央j,一はやや く ,  先端に向かっ
てゆるやかに狭くなる. 体長 2.3 mm - - - - - -
- - - - -ーアマミシジミガムシ L. satoi GENTILl
l2(5)  触角は8 節または9 節. 腹部は5 節が認め
られる. 後転節はあまり大きくなく, 先端部は腿節
に常着している. 後開節は湾[tl] しない.
l3(14)  前・ 中胸; 板の中央は縦隆起を形成する
後腿節は密な徴毛によって担われることはない一一

- - - - - - - - - チビマルガムシ属Paracymus
(背面は浅く,l・に点刻され, 上翅にIE会合線をそな
える. 中 腹板は中央がほぼ二角状に突起する. 体

は点刻列を有するか, 単に会合線部小語のみを有す
る.
l8(29)  上翅は後方へほどよくまるまり,  中央部で
最も幅広くなる. 小あごひげの第2 節は全体ほぼ同
じ さで, 内方へ く湾曲する. 中 腹板の中央は
薄片状となる一ーーー一 ヒラタガムシ属Enochrus
19(28)  上翅に亜会合線を有する.
20(27)  体は長橋円形でほどよく膨降する. 腹部第
5 節の先端は湾入する.
21(24)  中 板の隆起は高く大きい. 体長は3
m m以上.
22(23)  体は 色ないし黒掲色で, 周縁は淡色とな
る.  中 腹板は球塊状で先端は尖る.  体長3.5-3.6
mm - ウスグロヒラタガムシ E. uniformzs (SHARP)
23(22)  体は黒色.  中 板は球境状で中央に小蘭
を有する. 体長 4.3-4.7 mm
ト ミヒラタ ガムシ E. satomii NAKANE et MATSUI
24(21)  中 腹板の隆起は低く短い. 体長は2.5
mm以下.
25(26)  背面は褐色で, 頭部と前胸l fは黒褐色. 体
fl面は暗褐色となる. 体長1.7-2.2 mm - - - リュ
ウキュウチビヒラタガムシ E ryukyuensis MATsul
26(25)  背面はｩ f褐色で,  体下面は暗色となる.  体

長2.2-2.3 mm

- - - - - チビヒラ タガムシ E esunens (WALKER)
27(20)  体は短;ffi円形でよく膨降する. 腹部第5 節
の先端は丸まる. 背面は黄赤掲色. 上翅は特iに点刻
され, 不明瞭な縦長の紋を有する. 中胸腹板は板状
に降起し, 前角に歯をそなえる. 体長4.8-5.0 mm
- -ーマルヒラタガムシ E. subsignatus (HAROLD)

28(19)  上翅に亜会合線を欠き, 10点刻列を有す
る. 体は黄掲色. 中 腹板は薄片状に縦降となって

- - - - キイロ ヒラ タガムシ E. stmu lans (SHARP)
29(18)  上翅は後方へやや広がり, 先端1/3 で最も
幅広くなる. 小あごひげの第2 節は先端にむかって
太くなり, 外方へ く湾miする.
30(37)  上翅の後半にIfl会合線を':)、、く . 中1?順板の

- - - - - チ ビマルガムシ P eυanes,cens SHARP)
l4( l3)  前・ 中 腹板の中央は縦隆起とならない.
後腿節の基部2/3 は密な徴毛によって覆われてい
る. 上翅の点刻は強く, 不規則ながら一部が列状と
なる. 中 腹板は後方が弱く突起となる. 腿節は次
第に先端へ狭くなる一ー一 コマルガムシ属Cremtls
(黒 色で, 周 は淡色となる. 上翅は明かな亜会合

いる. 体長4.9-6.0 mm

中央がわずかに突起する

- - - - トカラコマルガムシC tokaratia NAKANE)
l5(4)  小あごひげはやや細く , 触i llより長い.
l6(17)  頭部の両側はほぼ平行.  小あごひげの第3
節は第2 節より長い. 上翅は点刻列を欠く. 体は桁
円形で, 後方へ強く狭まる. 前・ 中胸1度板は中央に
縦降条を有する. 腹部腹板の第1 節中央に縦隆条を

31(34)  上翅に明瞭な条f海または点刻列を欠く.
32(33)  体は黒色. 上翅に不明確な2 点刻列があ
る. 中 腹板の中央は後方に明かな推i状降起があ
る.  体長 5.9-6.8 mm

ク ロ ヒラ タ ガムシ H. ohku ra i M. SATo
33(32)  体は黄赤 色. 上翅の中央に1 組点刻列が
ある. 中 腹板は中央の後方が僅かに隆起する. 体

線を有する. 体長2.1-2.3 mm

有し, 先端節の後緑はまるまる

サ

スジヒラタガムシ属 He1ochares

- - - - - - - - - マルチ ビガム シ属Pelthydnis
(背面は暗 色で, 周 は,lf;味を帯びる. 上翅は密に
点刻される. 中 限板は一角状に突出する. 体長

オキナワマルチビガムシP. okinaωanus NAKANE)
17(16)  頭部の両側は前方へまるまる.  小あごひげ
の第 3 節は第2 節と等しいかまたはより短い. 上翅

- - - - ルイスヒラタガムシ H. Pa11ens MAcLEAY
34(31)  上翅に点刻からなる10条の溝列がある.
35(36)  上翅はﾜ t赤褐色,  部第5 節の先端は
字形に切れ込む. 体長5.5-5.9 mm - - - - - - -

- - - - - アカヒラタガムシ H anchoral is SHARl'
36(35)  上翅は暗掲色. 腹部第5 節の先端はU f:
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4.8 -6.0 m m

No. 117 (Mar. l 997)

又する. 後 腹板突起は後基節間よ り先にのびる
小あごひげの第4節は第3節より長い一 - - -

ヒ メ ガムシ属Sterno1ophus

ゴマフガムシ属Berosus

- - - - - - マメガムシ R attenuata (FABR1cIUs))
49(2)  中・ 後 腹板は全体として縦に膨降し, 中
央部が常に幅広く縦隆を形成し, 後胸腹板突起は後
腿節間へ延びる. 中・ 後開節には遊泳毛がある一一

ガムシ亜科Hydrophilinae
50(55)  前 腹板は単純に隆起し, 満はない. 中
腹板隆起の中央に縦港がなく, 先端部は小さく V
字形に切れ込む. 後胸腹板突起は短く , 長くても腹
部第2 節に達するだけ.
51(54)  前 腹板中央前 に毛東を有し,  後緑は2

m m

ソ' ド ロムシ 0. amamiensis amamt'ensis (NoMURA)
6(5)  上翅は黒褐色で,  点刻列はやや小さい.  体長
2.5 -2.8 m m
ミ ゾドロムシ0. amamiensis okinaωana(NoMuRA)
7(4)  上翅の第2 点刻列は第1 点刻ダlfに想合するこ
となく先端まで達する
- - - - - - - アシナガミ ソ' ドロムシ属Stenetm is
8(11)  前 腹板突起の先端は丸まる. 前 背板の
側緑は明らかに波曲する.

- 3 -
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形に切れ込む. 体長4.5 mm - - - - - - - - - -
- - - - - ヨナグニヒラタガムシH uenoi MATsul

37(30)  上翅の後、l'に明瞭な亜会合線を有する.  中
腹板は中央後方が 状に隆起する一 - - - - - -

- - - - - - コクロヒラタガムシ属Chasmogenus
(体は掲色を帯びた黒色. 体長 3.4-3.8 mm - - -

- - - コクロヒラタガムシC abnormatis(SHARP))
38(3)  頭頂は前方へ傾斜し, 後頭部に横隆線があ
る. 複限は突出する. 触角は7 節または8 節. 前
背板と上翅の側 とは連続してつながらない. 中 ・
後附節には遊泳毛がある
- - - - - - - - - - ゴマフガムシ,fl科Berosinae

39(48)  限は大きく突出する. 触角は7 節. 頭頂の
正中線は明瞭に認められる. 後胸腹板は中央部が降
起し斜めの界線があり, 後端に歯状突起がある一一

40(43)  上翅端に 1 対の棘状突起をそなえる.
41(42)  上翅間室は細かいf dかな点刻を有し,  ほぼ
1 列に、lfぶ. 腹部第5 節先端は強く湾入し, その両
端は、 る. 体長4.0-6.0 mm

52(53)  後胸の練突起は, 短く先端がとがる. 腹部
第5 節の先端は平月状に切れ込む. 体長8-10 mm
- - - ミナミヒメガムシS. inconsPtcuus(NIETNER)

53(52)  後 の棘突起は, 長く鋭く突出し, 腹部第
2 節に達する. 腹部第 5 節の先端は丸まる. 体長 9-
11 mm - - - - - ヒメガムシ S ru fpes FABRlclUs
54(51)  前胸腹板中央前縁に毛東はなく , 後緑は単
純. 後胸腹板突起は後基節間で終る. 小あごひげの
第4 節は第3 節より短い一 コガムシ属Hydrochara
(体は黒色で, 肢は赤程,色. 体長16-18mm - - -
- - - - - - - - - - コガムシHI afftnis (SHARP))

55(50)  前胸腹板は隆起し,  中央に中 腹板突起の
先端を受け入れる1海を有する. 中胸腹板突起の中央
に縦薄がある. 後胸a更板突起は長く , 腹部第2 ~ 4
節に達する一 - - - - - - - ガムシ属Hydrophilus
56(57)  後fif i腹板突起は長く , 腹部第 4 節に達す
る. 腹部は細毛におおわれる. 体長23-28 mm -

ーナガトゲバゴマフガムシ B elongatulus JORDAN
42(41)  上翅間室は細かい沢山の点刻を有し, 2~3
列に、l fぶ. 腹部第 5 節先端は僅かに湾入する. 体長

- - シナ トゲバゴマフガムシ a fazm ain' ZAITzEv
43(40)  上翅端に棘状突起がなく, 普通に丸まる.
44(47)  背面に密な細毛を欠く .
45(46)  前胸i'f板はやや疎に点刻される.  上翅間室
の点刻はほぼ1 列に、lfぶ. 中 腹板は後、f- が板状に
隆起し, 前角に切れ込みがある. 体長4.4-5.2 mm
- - - -ーヤマトゴマフガムシB. japomcus SHARP

46(45)  前1flll1'f板はi'に点刻される.  上翅間室の点
刻は2~ 3 列に、並ぶ. 中 腹板は前角に歯がある.
体長6.3-6.9 mm
- - - - - ゴマフガムシ B PunctiPennis HAROLD
47(44)  背面は密に細毛を装う. 体長3.0-3.5 mm
- - -ーホソゴマフガムシB. Pulcheuus MAcLEAY
48(39)  限はあまり大きくなく , 突出しない. 触角
は8 節. 頭.f質の正中線は不明瞭で認めにくい. 後
腹板は中央部がやや降起するが, 斜めの界線および
蘭状突起はない一 - - - マメガムシ属Regimbartia
(上翅は 10点刻列を有し, 後 ・ 側方で満状となる.
中 腹板は中央が板状となり, 前角に1 歯がある.
体長3.5-4.0 mm

ム シ a. Oihneatus caS加mifens fs REDITENBAcHER
57(56)  後胸腹板突起は短く , 腹部第 2 節に達す
る. 腹部は無毛となる. 体長 33-40 mm - - - -

- - - - - - - ガムシ H acuminatus M os cHULsKY
58(1)  前 背板の側縁は短く, 前・ 後角はまるく
なり, 内側の前緑にそって条線がある. 前 腹板は
基節のあいだで非常に狭くなる一ーーー一 タマガム

シ亜科Chaetar thrinae ( タマガムシ属 Amphiops)
(上翅に8 点刻列をそなえ, 基部で不明瞭となる.
複限は上下に2 分される. 体長3.4-3.7 mm - - -
- - - - - - タマガムシ AmphioPs mater SHARP)
ヒメ ドロムシ科Elmidaeの属, 種および亜種への
検索表
l(14)  触角は比較的長く ,  l l 節からなる.  小あご
ひげの末端節はよくふくれる. 上翅の点刻列は明瞭
に認められる. 雄交尾器の中央片は普通で, 基片の
長さの2 倍よりも短く , 側J1-はよく発達する.
2(13)  前照_節前縁に房状細毛がない.
3(12)  前 背は起伏があり, 基部側方に縦 また
は縦降条がある.
4(7)  上翅の第 2 点刻列は基部1 /5 近くで第 1 点
刻列に癒合する - - - ミソ' ドロムシ属0rdobreυIa
5(6)  上翅は黑色で, 点刻列は大きい. 体長2.4-2.7

コガタガ
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に Et  または降条がなし
- - - - - - ノムラヒメ ドロムシ属Nomuraelmis
(背面は密に顆粒でおおわれる. 体長2.7 mm - - -
- - ノムラヒメ ドロムシ N amamiensis M. SATo)
l3(2)  前 節前縁に房状細毛がある. 前 背後
中央前に「uI陥がある. 順部第1 節に中央突起両側か
らのびた縦降条がある

幅. 体長 1 .6-1 .7 mm

1.7 -2.2 mm

第117 号 (1997 年3 月)

9(10)  前atilt f板の縦薄は基部1 /3 に認められる.
上翅の間室は、「;t日 で, 顯粒は普通. 体長2.2-2.3

18(17)  上翅側片は後方に向かって明らかに狭く な
る. 体長1.5-1.6 mm

アカ

ハラアシナガミ ソ' ドロムシ S. 加'samatsm' M. SAT 0

10(9)  前胸背板の縦溝は全体にわたって認められ
る. 上翅の間室はやや降起し, 顆粒は明瞭. 体長
2 .5 - 2 .6 m m ヤ

ェヤマアシナガミ ゾドロムシ S. ishihara i M. SAT0
l l (8)  前 ;度板突起の先端は少し湾入する. 前
背板の側 は僅かに波曲する. 体長2.5-2.7 mm -
- ヨナグニアシナガミソ' ドロムシS an'faz' M. SAT0
l 2(3)  前 背は単純に膨降するだけで, 基部側方

- - ヤェヤマツヤドロムシ Z yaeyamana M. SAT0
19(16)  上翅の第5, 7, 9 間室の全長にわたって額
粒状鎖線がある. 上翅の点刻列における点刻間の幅
は, その点刻の約1.5 倍. 前油背板の中央 は細く ,
基部の圧下部に達しない. 体長 1.6-1.7 mm - - -
- - - - ーナガッヤ ドロムシ Z e1ongata NoMuRA

20(15)  上翅の第5 間室に顆粒状鎖線がなく,  第9
間室の顆粒状鎖線はほとんど消失し, 翅端近くでわ
ずかにみとめられる. 上翅の点刻列はほとんどみと
められない一一 ウエノッヤドロムシ属Urumaelmts
21(22)  上翅は僅かに光沢があり, かすかな7 点刻
列が認められる. 前 背板側縁の後方は波曲する.

ナガァシ ドロムシ属Grouυe11inus
(上翅は光沢を欠き,  類粒状で,  第3 間室基部は膨
降しない. 体長 1.6-1.8 mm - - - - - - -
-ーマルナガァシドロムシG. subopacus NoMuRA)
l 4( l)  触角は短く , 8 節からなる. 小あごひげの末
端節は∴齟ﾊ.  上翅の点刻列は退化的で浅い.  雄交尾
器の中央片はよく発達し, 基片の長さの2 倍よりも
長く, 側片は小さく退化している.
l 5(20)  上翅の第 5. 7, 9 または第 5, 7 間室に類粒
状鎖線がある - - - - - ツヤドロムシ属Zaitzeυta
l 6(19)  上趣の第 5 間室の全長と第 7 間室後方に
短い類粒状鎖線がある.
17(18)  上翅側j iは後方においても前方とほぼ同じ

アリ タツヤ ドロムシ Z ari ta i M. SATo

体長 1.8-1.9 mm
- - ウェノツヤドロムシ U. uenoi uenoi (NoMURA)

22(21 )  上翅は光沢を欠き, 点刻列はほとんど認め
られない. 前胸背板側緑の後方は波曲しない. 体長

ートカラッヤドロムシ U uenoi tokarana (M. SAT0)
この科の甲虫については小さいこともあって,  ま
だよく調べられていない部分があり, すでに 記般
の標本が手許に何種かある. 一方では,  この類の生
t1域である 流が, 近年の開発と観光でかなり環境
態、化している現実を考えると, !;fl急なそれも小さな
離島での詳細調査を必要としているといえよう.
ドロムシ科Dryopidae

l属 l 種,  リュウキュウムナビロツヤドロムシ
Elmomorphus broυl'corms amamiens is NoMuRA
(体は黒掲色で, 上翅は」fな綱[1印刻と な徴細毛
を装い, 8 点刻列をそなえる. 体長 3.0-3.7 mm ) が
記録されているだけである. なお, 原名fli;lit は本州,
四国, 九州に分布する.

0マキムシモドキの岩手・福島両県下からの記録
マキムシモ ドキ Peltastica reiueri LEWISは, 北
海適から1、.州まで分布するが比較的稀な種で, 東北
地方においては青森県トと山形県トーからしか記録さ
れていない (11崎,  1996). 者は本種を;;ri手県下
と福島県下で採集しているので記録しておきたい_

2 頭, lh一手県下開伊郡川l l村真部沢 (約800m),
13. VI.1987; 3 頭, 同村, 'i-部沢 (約 500 m), 14. VI.
l997 (写真); 1 fifi,  福島県館岩村新田原,  27. V.
1 9 83.

石手ll,1の個体はいずれも, 伐採直後のまだ緑色の
集をつけたシラカバの枝先をnl」き網して採集した.
福島県の個体は, チップT_場の広業樹材の切りLIに
生じた白色の菌に頭を突っこんで死1:: していた.
末 ながら, 東」ヒ地方の本種の記録について種々
ご教示下さり発表を勧められた尾崎俊寛氏に心から
お礼中しあげる.

参考文献

尾崎俊更,  l996. l' i森県の甲 類(l).  l'i-森県来記録の6 小
科について. Celastrina, (31): 25-28.

(埼 i、県浦和rfi, 芳賀 馨)
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富山県から初めて記録されるハムシ類(l )*
鈴木邦雄・ 藤本浩二

日本からはこれまでに500種以上のハムシが知
られている. 富山県下からは富山県.El虫研究会
( l979)  が過去の文献上の記録も渉猟した上で155

iを取り組めて記録し, その後中川ら ( l994, l996)
が富山市?-、羽Fl:_践 (1994) と大山町有峰地域(1996)
から計約15 種の県初記録種を, それぞれ報告して
いる.  これらの中には, 同定の信想性に疑問が持た
れるものも多少合まれている. 他にも;f重々 の文献中
に断片的な報告が見られる. 本lf1にはH本に産する
16 1111科の全てがf「1し, ほぼ170解呈度が文献上記
録されていることになるものと思われる.
特定地域の特定生物9tの 集構造を知ることは,
長期的な に、1.って地域の自然環境の保全を考え
ていく際の基礎資料として極めて重要なei義を持つ
と考えられる. 者らは, 最近, 本ll.1トー各地でかな
り意識的にハムシ群集の調査を行ってきているが,
これまでに多くの 記録種を得ている. 近隣の諸県
の状況を見ると,  岐.章lt1 (磯野,  l982) と福jill-l
(佐々治 ・ 藤,  l985) からはそれぞれ同数の214
種が報告されている. おそらく富山Il-l l'、には220~
250種程度, すなわち口本全国の 40% 以上のハム
シが生息しているものと推測される. 近い将来に,
従来の記録を全て検討し, 近隣諸県の状況を船まえ
た上で, 本県のハムシ相について論じたい意向であ
るが, 同1lf-の一lの注意を喚起する上でも, 最近 者
らが得た本県来記録のハムシ類について, 特に注目
すべき種から順次報告していくことにしたい.

1.  Zeugophora (Pe1dri11ia)  υanPes (JACOBY,
1885) アカイロモモブトハムシ [モモブトハムシ亜
科Zeugophorinae]

l ex., 東願波郡利 fl村栃折峠 (Tochiori-toge,
Yatsuo-machi, Nei-gun), 1-Vm-1994, K. SUZUKI
leg; 1 ex., 同地, 3-Vm-1994, K. SUZUKI leg_
本Ffは, 本州・ 四国・ 九州に分布し, 食i':1.は不明
である. 各地から採集されているが, 個体数は少な
く,  かなりの締ll重lこ属する. 北信越地方からは, 長
野県からの記録があり (cf. KIMoTo, l964),  富lllln
ト [にも当然分布するで ろうと; ll者らが推測して
たものである. 福Jt-lt-l 1'・ (佐々治・ 藤, 1985) や
岐f:;.県トー(磯野, 1982) からはわずかながら記録が
ある.

2.  Zeugophona(Pedniiia) hozamiz CHOJ0, 1953
ァオグロモモブトハムシ [モモブトハムシ1111科]

1 ex.,   中新川郡大Ill町有峰東谷林道 (Arimine,
Oyama-machi, Naka-Niikawa-gun), 2-Vm-l994,
K . SUZUKI leg.

No. l l7 (Mar. 1997)

本種は, 長野ll:1大滝山を基産地と して記般され
(CHuJo, l953), その後_lヒ海適網走 ( 速軽) から記録
されている (KIMoTo, 1964). 既知産地は, 以上の2
ケ所にすぎず, 極めて稀な種に属する. 者の一人
鈴木は, 滝沢春雄氏のご好意で, 氏が山梨Il l仙文E'
で1971 年7 月11 目に採集された標本を2 個体意
'-i-されたが, 氏は沢1iLi・いのヤナギの1 種 ( ミネャナ
ギのように集の細いもの) より得たとのことであ
る. 氏は, 同l l他に数個体を採集しておられる. 鈴
木は,  1992 年,  北,ii、の中国科学院動物研究所の標
本中に本種に極めて類似したの標本が多数あるこ
とに気づいた.  同研究所の Yu PEIYu博上によれ
ば, どうやら船似した2 ﾚ lが存在する (l  和こは,  
(P) cyanea CHENの同定ラベルが付けられていたと
記憶する) ようで, いずれも山地のヤナギの1 か

ら採集しているとのことであった. 以上の情報に基
づいて, 鈴木は, 最近数年間, 富fill事トーの中・ 高Ill
帯でかなり意識的に本種を探索してきたが, ついに
上記有峰東谷林適の標高約1,300 mの地点のヤナ
ギ ( ミネヤナギか) より1 個体を得ることができ
た. 木元新作t専i一が」ヒ海適の速軽 (網走) より記録
しているのは, 森本 nl博1:が 1959 年8 月 411に
採集されたものである. 本 は, 本州中部~東.1ヒ部
の標高1 ,000 m以上の山地や」ヒ海道の平地~低l ll
帯のヤナギ類に, おそらく 7 J]下句から8 月上句に
かけての短い期間発生するものであろうと推測す
る. なお, l事1全域に広く分布するワモンモモブト
ハムシ Z (P) annulata (BALY, 1873) とムナグロモ
モブトハムシZ (P) bicotor (KRAATz, 1879) に以上
の2 | iを加え,  本県に産するモモブトハ シ1111科
4 種ということになる.

3.  Donacia (I)onacia) 加uni KIMoTo,1983 ヒラ
タネクイハムシ [ネクイハムシ,fli科Donaciinae]

10 exs., 大山町長 林適~ 茂住峠 (Nagato-
r jndou ~ Mozumi-tOge, Oyama-machi), 17- VI-
l 994, K. SUZUKI leg.
本種は, 北海道・ 本州に分布する. 岐l; ll l境に近
い沢沿いに発達した小期実の湿地帯に発生してい
た. 同所には,  スゲネクイハムシPtateumans(Eu-
p iate mans) seneca (LINNAEUS, 1768) も多数発生
していた. 本種は, 北海適から東北~北信越地方の
各地から記録されている (野尻湖11虫グループ,
1985). 上記産地は, 野尻湖」1虫グループ(1985) が
記録している岐l,県大野郡河合村大生湿原ととも
に, 本種の分布西限にあたる. 長野県Fからも記録
があることから, 本県トーにも生息している可能性が
高いと f,想していた.

* SUZUKI, K. & K FuJIMoTo: Chrysomelid beetles recorded for the first time from TOyama P「efeCtu「e. Honshu・
Japan (1).
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4. Donacia(Cyphogaster) Proυostn FAIREMAIRE,
l 885 イネネクイハムシ [ネクイハムシi距科Donac-
i inae]

20 exs., 水見市一刎 (Hi tohane, Himi-shi),12-VII-
i992, M. SoNA leg. (病主: ヒルムシロ)
本種は,  目本全土の他, 極東地域に広く分布し,
ジュンサイ ・ コウホネ・ イネなどにつく . 富山県

虫研究会編(1979) によれば, D.  (D) υul9aris
ZscHAcH, l788 の記録があるが, 本種の誤同定の可
能性がある.

5. Pseudodera xanthospila BALY, 1862 フ タホ
シオオト ビハムシ [ トビハムシ亜科Alticinae]

3 exs., 小 部市久利須 (Kurisu, 0yabe-shi), 27-
V-1996, K. FuJIMoToleg;1 ex., 同地, l4-VI- l996,
K. FuJIMoT0; 1 ex., 同地, 22-VI-1996, K. FuJIMOT0
leg., l ex., 同地, 9-VII-1996, K. FuJIMoTo leg.
本 lは, 本州・ 四国・ JI州・ 中国・ 台湾に分布
し, サルトリイバラにつく. 本種は, 平洋岸の地
域には極めて普通の であるが, .iヒ陸地方からはほ
とんど記録がないのではないかと思われる. 鈴木
は, 富山県下各地で過去20年以上ハムシ類の調査
を行ってきたが,  これまでまったく本種を発見でき
なかった. なお, 本種は次種と同様, 福井It,l下では
各地から記録されている (佐々 治・ 藤,  l985)
が, 岐1.,_01トからの記録はないようである.

6. Argopz'stes tse ｽcom'  CHEN ,1934  ヒメテント
ウト ビハムシ [ ト ビハムシfill科]

1 ex., 小矢部市久利須 (Kurisu, 0yabe-shi), 14-
VI-1996, K. FuJIMoTo leg; l ex., 同地,  27-VI-
1996, K. FUJIMoT0 leg.
本 ` lは,  本州・  j L州・  朝鮮、- l島・  中国に分布し
食章としてはイポタノキが知られている. 前 lと同
様, 鈴木はこれまでに」ヒ ､地方では発見することが
できなかった.  イポタノキは, l「l下に普通に見られ
る. 福jl;It_1トーでは2 ケ所から記録されている (佐々
治・ 藤,  l985)

7.  Lei)fist)a taguchii CHuJ0, 1956 タグチホソヒ
ラタハムシ ( タグチトゲナシトゲトゲ) [ トゲハムシ
科Hispinae]
5 exs., 富ll lrf i 」j:町 (Tera-machi, Toyama-shi),

l7-V-1994, K. SUZUKI leg.
本 lは, 中條適J、博1_によって埼 i県川越市, 東
京部青山, 福岡県英彦山を模式産地として記 され

た. LEWIS(1888) は, L godωini BALY, l869 の名
のもとに本種を東京近郊('Near Tokio') より記録し
ている (cf. CHuJo, 1956). 本州・ jL州に分布する.
本;网iの宿 i値物であるススキは、t'i通的に存在するに
もかかわらず, 本 _の産地が極めて局所的であるこ
とは興味深い. 本種を採集したのは, 富山rli内の'とi
.11rr陵の一角の極めて小規模の谷厂i に生育していた
ススキの辞落であり,  一方を 陵斜面で囲まれてお
り,  事実上隔離されたような状態になっている.  ス
スキの集肉中に数個の卵が み込まれているのも観
察した. 本 l も, 鈴木が長年, 富11111.1だけでなく,

第 117 号 (1997 年 3 月)

全国各地で発見を心掛けてきたが, 果たせなかった
ものである. '事者らの知る限り,  l l 本海側からの初
めての記録であると思われる. なお, 大川(1988) は
栃木県足利市より記録しているが, 滝沢春雄氏 (私
信) によれば, 同県下では他に小山市・ 字都宮rli '
那須町など (いずれも未発表) の標本を検しておら
れるとのことである. また, 者らが知り得た限り

では, 他に、l'野(1959,1979) が宮域県の国見峠や仙
台市から記録しており, 水戸」1虫研究会編(1993)
は筑波研究学園都市周辺からの報告例 (大桃,
l987) を紹介している.
末 ながら, 費 ｪ iな情報を提供していただくとと
もに未発表のデータの公表を快 された滝沢存雄氏

と惣名 実氏, 費重な情報を提供していただいた中
国科学院動物研究所のYu PEIYu t専L-, 文献などで
おtu-語になった神奈川 虫談語会の平野幸彦氏と水
J-i市立t専物館の成田行弘氏に深識する.
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(富l ll大学理学部生物学教室)
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0クロサワツプミズムシの中部地方からの記録
クロサワッブミズムシ Deleυea kurosaωal M.

SATo (図1) は現在のところ,  目本におけるMyx-
ophaga亜日で唯一知られている種類で, 本州と四
国から記録されている (図2). 本種は特異な形態に
もかかわらず原記般以後ほとんど記録が見当たらな
いが, おそらく徴小であることと特殊な環境に生息
することによりなかなか発見されないのであろう.
者は1996 年に, 以下の2 ヵ所の生息地を, 記

録のなかった中部地方において発見したので報告す
る.
報告にあたり,  u頃よりご教示いただいている名

,l-屋女子大学の佐藤正 :教授, 採集に同行していた

だいた橋本111志, 中野裕適, 中島康朗, 野中 勝,
白金品子の各氏にお礼中し上げる.
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図1.  クロサワップミズムシの成!11..
図2.  クロサヮッブミズムシの分布図. ●: 既知産
地, 0 : 新産地.

1.  愛知県l 譌・ ｬ風来湖 (標高約 30 0m
生息地はダム湖の奥にある適脇の岩璧である (図

3).  3 月10 uには,  成L1」のみ多数観察することが
できた. 成虫は比較的活発に水の流れる石の表面を

図3.  生息環境・ 愛知ll.i tal来町風来湖

No. l l 7 (M ar. 1997)

図4. 生息環境・ l度l:11.1藤橋村横山ダム.
這い回っていた.  ほかに民虫ではオビカゲロウやト
ビケラ,  カヮゲラ類の幼虫などが見られた. 5 月 l
目に再び訪れたところ, 成虫と幼 がほぼ平数見ら

れ, 前回にはなかった成虫の死体も見られた. 生き
ている成虫の一部は, 1翅が軟'ssjで, 体の要面が
色のテネラルな個体が見られた. 幼虫を50頭ほど
持ち帰り室温で飼合-を試みたが, 一週間でほとんど
死滅してしまった. そのうち1 個体のみはii商化した
が, 成 にはならなかった. !lf6は幼虫の脱度般の中
にあり, おそらく流水中でも流れないような作りに
なっているのだろう. なおダム湖沿いには,  ほかに
も何ヵ所か水の滴っている岩壁があり調べてみた
が, 本種を発見することはできなかった.

2.  岐事_県藤橋村横山ダム (標高約250m)
生息地はダム湖の横にある国道のすぐ である.
興味深いことに本nlが見られるのはコンクリートの
日, ﾓに水がしたたり落ちている場所で る(図4) . 
藤教授によると, 今までに知られている本種の生息
地はすべて「]然の,r 1贈に水が滴り落ちているところ
で,  このような人間の手の加わったところに生息し
ている事例はなかったという.  この場所はすぐ横に
接して自然の岩壁があり, 水も滴り落ちていて,  オ
ビカゲロウや ヒラ タ ドロムシの一種の幼虫なども見
られたにもかかわらず,  クロサワツプミズムシは
まったく見られなかった. 5 月24 [1 にこの生息地
を発見したが, 多数の幼虫と少数の成虫が見られ
た.  コンクリートのqまの表面には数ミリのl'J!さで緑
色のソウ類 ( ? ) がみられ, その表面に成 も幼虫

も発見できた. 成虫と ll-に幼虫も持ち - り飼育しょ
うとしたが, 持ちi、tiるときの1?さでタll滅してしまっ
た. なお,  このダム湖1tiいにも, 本種が生息してい
そうな水の滴っている岩壁が他にも何ヵ所かあり調
べてみたが, 発見するに f_らなかった.
なにかは分からぬが, 本 Tlの分布 (生息)  を限定
する要因が存在しているようである.

参考文献
sAT0, M., 1982. Discovery of Torridincolidae in Japan.

Annot. zool. Jap.. 55:276-283.
(名城大学, 吉富博之)
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0チビシギゾウムシの長野県小谷温泉の記録
1994 年の口本粕翅学会の採集会が小谷温泉で行
なわれたが, その際に珍らしいシキ' ソウムシを採集
したので報告しておく.
チビシギソ'ウムシCurculio chibi (KoNo) は北海
適および本州に分布するが, 稀種らしく本州の記録
は野平(1986, 1988, 1991) による岐 県の 3 例と

福,島県桧枝岐村の報告以外は知らない. 者は次の
とおり採集したが, 残念ながらどのようなところで
得たか思い出せない.

3頭, 長野ll l小谷村小谷温泉, 4-5. VI. 1994.

末 ではあるが, 同定並びに発表をすすめられた
野津 裕氏に厚く御礼中し上げる.

参考文献

野平照難, 1986. 月刊むし, (185):40.
- 1988. 同 l:, (210): 39-40.
- 1991. 同 l:, (242):39.

( 神奈川県小Ill原市, 平野幸彦)
0愛知県からクロツヤメダカハネカクシの記録
クロツヤメ ダカハネカクシ Stenus (Hypostenus)

υe1oxSHARpは, 『愛知県の 虫』 (1990年) に集録
されていないので,  ここに記録しておく .

1 頭, 愛知県瀬尸r s一海上の森,  17.  IX . l995
採集地は愛知方博の開催候補地であるが, 大変よ
い環境が残されている.
同定していただいた直海俊一郎博上にお礼申し上
げたい.

(岐率_県郡上那, 高井 泰)

◇日本義l翅学会 ( l997 年) ◇
<現状> l996 年11 月現在, 会員数558 名.
<会長> 佐藤正Jf:
<副会長> 露木繁雄
<常任幹事> 渡辺泰明 (総務・ 庶務) ; 野村周平 (同)
岩田隆.ll、郎 (同) ; ﾄ藤秀生 (同)  ;  斉藤明子 (会計
上野俊一 (話集委 長) ; 新里達也 (Elytra編集) ;
妹尾俊男 (甲虫ニュース編集) ; 石田勝義 (渉外) ;

第117 号 ( l997 年3 月)

平野幸彦 (企画) ; 大木 裕 (同) ; 目トー部良康 (同) ;
江本健一 (木曜談話会)
く幹事> 安藤清志; 荒谷 雄; 藤田 ; 林 增彦;
穂積俊文 (名,t,一屋支部長); 常喜 豊; 笠原須磨生;
川那部 真; 森本 性; 中村俊彦; 西川協一; 大原
1宏; 大林延大:; 速山雅大; 山上 明

<会計監査> 田添京__; 渡 11・
<Elytra編集委i-i> 上野俊一 (委l l長); 近 雅博;
森本 性; 新里達也; 岡島秀治; 高桑正敏
ｫ事務局・ 入会問合せ先・ 住所変更連絡先・ 退会届
先・ Elytra投稿先ｻ 〒169 東京都新宿区自人町3-
23- l, 国立科学博物館分館 動物研究部昆虫第一研
究室気付,   目本 翅学会' (代表 tel. 03-3364 -
2311 / fax. 03-3364-7104)
ｫ中虫ニュース投稿先ｻ 〒l96 東京都昭島illつつじ
かfr 2-6-22-806, 妹尾俊男宛(tel. 0425-41-6640;
E-mai l. senoh@ra2.so-net.or.jp)
ｫ入会方法ｻ 郵使振替にて①郵便番号・ 住所 ' 氏名
(ふり仮名も), ②一般・ 費助の会l lの区別, ③何年
度から入会かを明記の上, 00180-3-401793 へ送金
のこと. 大会 (11 月) の際の受付での入金も可.
ｫ会費ｻ 新入会費￥1,000; 一般会.「l年会費￥6,000;
国外会.f l年会費￥8,000;  費助会 fl年会費￥10,000
以上, 前納制.
ｫ大会・ 例会間合せ先ｻ 〒250神祭川In小田原市一連
正寺585-29, 平野幸彦'  (tel .  0465-36-979
ｫ木曜談語会ｻ 〒l ie東京都台東区東上野4-26-8,
福田ビル6F(tel. 03-3841-4878) (f 1.t週木曜H, 20:
00 ~ )
ｫ(l目)?翅目学会・ (l口) t1」111談話会・ 学fl翅学会の刊
行物バックナンバー取扱いｻ 〒973 いわきrli内郷郵
使局私書補 11 号, TTS 虫図書宛 (tel. 0246-27-
2521/ fax. 0246-27-4031)

(総務・ 庶務if1当, 岩田隆太郎)

日本義i翅学会
会費 (ーカ年) 6,000円, 次号は1997 年6 月下句

発行 f,定
発行人 佐藤正
発行所 H本 ｮ i翅学会東京都新宿区F i人町 3-23-

国立科学博物館.ll虫第1 研究室
電話 (3364)2311, 振持 00180-3-401793

印刷所 (株)国際文献印刷社

昆虫学研究器具は「志賀昆虫」 へ
u本ではじめて出来たステンレス製有頭.昆虫
針00,0,1,2,3,4,5,6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。 その他, 採集, 製作器只一一切豊富に取
り揃えております。
〒150 東京都渋谷区渋イ、t 1 丁日 7-6
振 替 00130-4-21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409-6160
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